








研究計画並びに研究経過 

妊娠中毒症による妊産婦死亡とそれに伴う児の喪失は依然として高い水準にあり,また周

産期における障害に起因する心身障害児発生の面にも大きく影響を及ぼしていると推測さ

れる。それにもかかわらず妊娠中毒症についての実態調査は近年実施されていない。初年

度の研究計画は妊娠中毒症の定義・診断基準の整理並びにそれにもとずく実態調査を企図

したが，現在は日本産婦人科学会に於て新しい分類・診断基準等に関する検討が進められ

ている為,全国的な実態調査の予備段階として,教室に於ける過去 9年間 7,052 例の分娩症

例を対象にその実態を分析し,新しい角度からの中毒症の見方が,中毒症の管理の実地臨床

面で運用しうるかを検討した。更に一部では母体の代謝・血液学的検索を実施し,中毒症の

管理に応用しうるか否かの研究と,胎児の呼吸・栄養に直接関連している胎盤についての研

究,分娩周辺期の胎児並びに新生児のモニタリングによる安全管理の問題についての研究

などを行いつつあり,次年度以降まとめて報告すべく努力している。 


